
令 和 ５ 年 度 

議会広報編集委員会行政視察報告書（１日目） 
 

【 視察先 】埼玉県戸田市 (戸田市役所 議長応接室) 

【視察日時】令和５年 11 月 7 日(火) 14 時 30 分～15 時 30 分 

【視察内容】議会広報の編集について 

【 対応者 】戸田市議会 竹内正明議長 

       議会広報委員会 伊東秀浩委員長、花井伸子副委員長 

       戸田市議会事務局 武田怜主幹、小肥明広主任 

【 報告者 】松本亜美里 

 

1 説明内容 

議会だよりは、議会・議員の動きを市民に伝える重要なメディアであり、結果を「伝え

る」だけではなく、読まれ、役立ち、議会を身近に感じてもらうための「伝わる」議会

だよりを目指す。また、議会だよりを「議会に触れる入口」と位置づけ、手に取った人

が読み進めやすいよう、限りある紙面に詰め込みすぎず、議会ホームページの録画配信

などへの誘導を図る。これらの実現に向け、「わかりやすい」「親しまれる」「すっきりと

した」議会だよりを意識しながら編集を行う。 

編集するうえで良いと思った案は積極的に取り入れるなど、柔軟に対応し、必要に応じ

て随時内容を見直しリニューアルをする。 

●リニューアルポイント 

・見やすさを重視し、余白も紙面の一部と捉える 

・四季に合わせたカラーを基調とする 

・市民参加という意味合いから、表紙写真の紹介など、積極的に特集ページを活用する 

・写真やイラストを多く活用する 

 

２ 質疑応答 

① 表紙写真選定方法 

・市の広報紙と表紙のイベントが被らないための工夫 

→表紙写真の選定について、市広報担当との調整はなし。 

議案に関する内容を表紙にすることもある。 

・「いつ」「だれが」「どこで」写真を撮影するなどのスケジュールの組み立て 

→市内の議会だより発行のタイミングに合ったイベントを委員会で示し、撮影の場所

や担当者などを協議、決定する。 



・季節感にあったイベントがなかった際の表紙のアイデアなど 

→基本的には発行のタイミングにあったイベントを探しているが、コロナの影響でイ

ベントが開催されなかった時期は、緊急事態宣言明けの小学校の登校の様子や中学校

の部活動の大会の写真を学校側に依頼したことがある。また、戸田市フィルムコミッ

ション協議会が行っているフォトコンテストの写真を採用したこともある。 

・令和４年３月定例会号から「右開き」から「左開き」に変更したことで得た効果 

→これまで縦書きと横書きの混在だったが、左開きへの変更に伴い、横書きに統一し

たことで読みやすくなった。 

・全体的な見やすさが工夫されているなど、市民目線で議会を身近に感じてもらえる

ように作られているが、ここに至るまでどんな課題があったか 

→他議会の広報紙を参考にし、良いところはその都度上手く吸収しながら作ってきた。

また、業者や担当者が変わっても編集作業が行えるように編集方針を策定した結果、

現在の形となっている。 

 

３ 所感 

  良いものはどんどん取り入れ、常に「完成」を追い求め続ける姿勢に感服した。 

  また、編集作業工程においても Acrobat を使用するなど画期的な方法で委員会時間の

短縮やペーパーレスなどの効率化が図られており、大変勉強になった。 

  少しずつでも、今回得たノウハウを本市の議会だよりに取り入れていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

議会広報の編集について視察 

 

 

 

戸田市議会議場にて 



令 和 ５ 年 度 

議会広報編集委員会行政視察報告書（２日目） 
【視察先】 埼玉県越谷市（市役所本庁舎会議室） 

【視察日時】 令和５年１１月８日（水） １４時００分～１５時００分 

【視察内容】 議会広報編集について 

【対応者】 越谷市議事課長 藤浪 孝之 

       議事課庶務・調査担当 浅川 龍佑 

       議事課庶務・調査担当 倉田 雅美  

【報告者】 佐々木百合香 

１ 説明内容 

 越谷市は平成 27 年 4 月に中核市となり、人口 34 万人を超える県南東部地域の中核都市

である。その一方で、自然が豊かで、多くの河川に囲まれており『水郷こしがや』と呼ばれ

るなど「都市と自然の調和を活かしたまちづくり」がすすめられている。 

 越谷市の議会広報「こしがや市議会だより harmony（ハーモニー）」はタブロイド判であ

り、市広報に挟み込む形で年に 4回発行（改選年は臨時号が入り年 5回）されている。 

 市民に親しまれる「こしがや市議会だより」の取り組みの一環として表紙写真を公募し、

季節感や市の魅力を感じられる表紙としている。応募を増やすために市議会だよりへの募集

案内を毎号掲載するほか、市議会ホームページ、SNS等を活用している。 

 紙面等の見直しについては、令和 2年 8月号から書体にユニバーサルデザインフォント導

入、令和 3年 5月号から全ページ横書きへの変更、令和 4年 2月号から特集を必要に応じて

掲載するなど、改善に取り組んできた。 

２ 質疑応答 

Q.タブロイド判を使う利点は。 

 A.新聞と同じ工程で印刷するため、印刷前日まで修正が可能である。また、冊子版を印刷

できる事業者が地元で見つからない中、タブロイド判であれば地元に対応できる業者がある

ことも利点と感じている。 

  Q.一般質問について関連写真の掲載がある議員とない議員がいる。これらを決める流れは。 

 A.一般質問者数で均等割りとしているが、割付により掲載可能と判断した際は希望者の写

真を掲載する。希望者多数の場合は抽選としている。 

３ 所  感 

市の広報に挟み込まれていることで、市の広報をチェックする流れで議会広報を手に取っ

てもらえることが期待できる。 

傍聴した市民の感想が議会に届けられ、それが議会広報によって広く市民に発信されるこ

とは市民が議会を身近に感じるきっかけになるのではと感じた。 

ユニバーサルデザインフォントの使用は、弱視やディスレクシア（識字障害）の方が持つ

障壁を取り除く取り組みであり、とても参考になった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会広報の編集についての視察 

越谷市議会議場にて 
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令 和 ５ 年 度 

議会広報編集委員会行政視察報告書（３日目） 

 

【視察先】 埼玉県さいたま市 

 

【視察日時】 令和 5年 11月 9日(木) 11時 00分～12時 00分 

【視察内容】 議会広報の編集について 

【対応者】 さいたま市議会 議会局 

議事調査部 議事調査部長    間 真 

       総務部 参事兼秘書総務課長   金子 博 

       総務部 秘書総務課 広報係長  東山 美香 

                                   

【報告者】 小玉 淳子 

 

【説明内容】 

1. さいたま市議会における広報の考え方 

平成 21年 12月に、議会の責務や議会運営の基本的な事項などを明らかにした「さいた

ま市議会基本条例」を制定。議会広報は、広く市民に対して議会の活動や審議の結果な

どの情報を提供し、その説明責任を果たす最も重要な手法で、市民と議会のコミュニケ

ーションを図ることで、市民の議会への理解や信頼を得ることにつながる。 

2. 広報事業の推進体制 

定例会につき 1～2回開催。主に広報誌の掲載内容、テレビ広報番組の放映内容につい

て協議を行う。委員長、副委員長には、議長、副議長が行っており、任期は一年。 

3. 広報事業の概要 

① 市議会だより（ロクマル）の発行 ②テレビ広報番組 ③インターネットを使った

議会放映の配信 ④タイムリーで詳細な議会情報の提供 

4. 広報紙の発行 

市議会だよりの名称を“ロクマル”としている。議員定数が 60名のためそこから名称

を決定した。年 4回発行（改選により臨時会が行われた場合は臨時会号を発行） 

配布先は、市内全世帯（市報と併配し委託業者によるポスティング）、公共施設、市内

鉄道駅、市内大学・高等学校。希望者には、点字版やテープ版を郵送している。 

5. 企画・編集に民間ノウハウを活用 

業務仕様の特徴として、①受託業者が変わっても旧デザインを継承すること ②質の高

いデザインを組織的に提供してもらうため、業者にアートディレクターを配置 ③議会

広報編集委員会に出席することとしている。 

6. 紙面の構成 
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「手に取りたくなる表紙」をコンセプトに、優しいタッチのイラストで様々なシリーズ

を展開。クローズアップでは、市民生活に関係するものを掲載。代表質問・一般質問の

一部を要約し、質問ダイジェストとして掲載。代表質問は会派ごと、一般質問は分野別

に掲載し、誰が質問したかについては市民生活に影響がないため未掲載としている。 

 

【質疑応答】 

 Ｑ：紙面構成において意識している点や工夫されていることは 

 Ａ：手に取ってもらえるように、表紙はあえて議会だよりとわからないようにし、中を

見て議会だよりだと意識してもらえるようにしている。 

 

 Ｑ：表紙デザインはどのように決めているのか。 

 Ａ：イラストレーターに何パターンか提案してもらい、そのデザインをもとに受託者と

市で決定している。 

 

 Ｑ：表紙が以前は写真であったが、イラストを採用した経過について。 

 Ａ：表紙をイラストにすることで、やわらかい印象を与える。表紙を見て目を止めるき

っかけになればと思い、イラストを採用。あえて議会だよりとわからないように作

成することで、手にとってもらえるようになった。 

 

 Ｑ：質問ダイジェストで一般質問の際は、質問者を掲載していないが、市民の方から誰

が質問したのかなどの問い合わせはないのか。 

 Ａ：年に 2～3件くらいはあるが、市民にとっては、誰が質問したかではなく、議会でど

んな事が決まっていくのかが重要。何度も話し合いを重ねて、質問者を掲載しない

ことになった。 

 

【所感】 

議会だよりとわからないような表紙に親しみを感じました。一見、タウン誌のような見た 

めで手に取りたくなりました。 

また、全てが市民目線で作成されていると感じました。 

特に質問ダイジェストで質問者を掲載しないのは、誰が質問したかよりも、誰がその制度 

を利用するのかが重要とのお話しに、本市においても大切なことであると感じました。今 

後の議会だよりの編集に活かしていきたいと思います。 
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議会広報の編集についての視察 

さいたま市議会議場にて 


